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教訓を生かそう．′

9月1日は「防犯の日

地
震
多
発
国
二

災

害

に

よ
く
知
ら
れ
た
「
地
震
、
雷
、
火
事

親
父
」
を
、
今
日
流
に
「
地
震
、
台
風

火
事
、
津
波
」
な
ど
と
い
う
人
も
い
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
地
震

の
恐
ろ
し
さ
は
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ

…
非
常
用
晶
の
確
認
…

災
害
避
難
時
の
生
活
に
備
え
て
、

次
の
よ
う
な
か
非
常
用
品
″
を
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
詰
め
て
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
懐
中
電
燈
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
、

ラ
イ
タ
ー
、
固
型
燃
料
　
▽
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
電
池
　
▽
飲

水
（
水
筒
に
詰
め
る
）
　
▽
食
料
品

乾
パ
ン
、
缶
詰
、
食
塩
）
、
缶
切
り

下
着
類
、
手
ぬ
ぐ
い
、
ビ
ニ
ー
ル
、

ろ
し
き
、
寝
袋
　
▽
救
急
医
薬
品
（ふ▽（科

傷
薬
、
包
帯
な
ど
）

こ
の
ほ
か
に
必
要
な
も
の
は
な
い

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
話
し
合

っ
て
く
だ
さ
い
。

ッ
ボ
　
ン

備

え

よ

う

ん
。日

本
は
世
界
の
地
震
の
約
一
割
を
引

き
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地
震

の
多
い
国
で
す
。
体
で
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
〝
有
感
地
震
〟
は
、
一
年
間
に

千
件
前
後
発
生
し
て
い
る
と
い
う
事
実

を
、
あ
な
た
は
ご
存
じ
で
す
か
。
九
月

一
日
は
「
防
災
の
日
」
　
－
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震

災
に
ち
な
ん
で
昭
和
三
十
五
年
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
災
害
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
常
に
そ
の
心
構
え
を
怠
る
こ

と
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
よ
う

ー
　
と
い
う
も
の
で
す
。

∧
火
は
元
か
ら
断
つ
＞

グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き
、
初
め
の
揺
れ

が
行
動
の
自
由
を
奪
う
ほ
ど
の
も
の
で

な
い
と
き
は
、
火
の
始
末
を
先
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
い
き
な

り
激
し
く
揺
れ
る
と
き
は
、
テ
ー
ブ
ル

や
机
な
ど
丈
夫
な
家
具
の
下
に
身
を
寄

せ
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
す
。

揺
れ
が
収
ま
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
大
声
で
「
火
を

消
せ
／
」
と
叫
ぶ
こ
と
。
自
分
自
身
を

冷
静
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
ば
か
り

か
、
隣
近
所
へ
の
呼
び
か
け
に
も
な
り

ま
す
。使

用
中
の
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
ガ
ス
器

具
は
元
栓
を
閉
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は

コ
ッ
ク
を
閉
め
て
消
し
、
電
気
器
具
は

コ
ー
ド
を
抜
き
ま
す
。

地
震
発
生
　
素
早
く
消
化
を
了
言
＼

過
去
の
例
を
見
て
も
、
大
き
な
地
震

の
と
き
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
よ
り
も
火
災

に
よ
る
被
害
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

約
十
万
人
の
死
者
を
出
し
た
関
東
大

地
震
．
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
）
も

火
災
が
発
生
し
な
か
っ
た
ら
、
あ
れ
ほ

ど
の
大
惨
事
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
火
事
を
出
さ
な

い
よ
う
、
ま
た
、
火
事
に
な
っ
て
も
初

期
の
う
ち
に
消
し
止
め
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

∧
消
火
の
チ
ャ
ン
ス
∨

大
揺
れ
の
最
中
に
は
消
火
で
き
な
く

て
が
、
第
二
・
第
三
の
機
会
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず

火
を
出
さ
な
い
た
め
の
行
動
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

☆
大
揺
れ
の
前
の
小
さ
な
上
下
動
（
初

期
微
動
）
を
感
じ
た
段
階
で
、
早
目

に
火
の
始
末
を
し
ま
す
。

☆
火
災
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
火
元
か
ら
周
囲
の

可
燃
物
（
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
な
ど
）

へ
、
さ
ら
に
壁
板
か
ら
天
井
へ
と
燃

え
移
る
ま
で
に
は
三
～
五
分
か
か
り

ま
す
。
大
き
な
揺
れ
は
、
普
通
、
一

分
程
度
で
収
ま
り
、
そ
れ
か
ら
消
し

て
も
遅
く
は
な
い
の
で
、
あ
き
ら
め

ず
消
火
に
当
た
り
ま
す
。

☆
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
は
、
出

．
火
後
二
分
程
度
以
内
な
ら
ば
、
ぼ
や

程
度
で
消
火
で
き
る
こ
と
が
実
験
で

分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
て
ず

確
実
に
消
し
ま
し
ょ
，
な

で
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国
民
年
金
加
入
は
2
0
歳
か
ら

町
で
は
五
千
二
十
四
人
が
加
入

昭
和
三
十
六
年
に
発
足
し
た
国
民
年

金
は
、
二
十
五
年
目
を
迎
え
噸
調
に
進

展
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
水
巻
町
で
は

千
六
百
七
十
七
人
が
年
間
五
億
三
千
四

十
万
円
の
年
金
を
受
給
。
今
や
年
金
は

老
後
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
や
商
業
な

ど
の
自
由
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
人

と
、
そ
の
家
族
で
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
な
ど
の
職
場
の
年
金
に
加
入
し
て

な
い
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の

人
が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

こ
と
し
二
十
歳
に
な
っ
た
人
や
、
六

十
歳
前
に
会
社
な
ど
の
勤
め
を
や
め
た

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
達

人
な
ど
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
で
、
ま
だ
加
入
し
て
な

い
人
も
い
ま
す
。
未
加
入
の
ま
ま
で
す

と
将
来
、
老
齢
年
金
は
も
と
よ
り
、
不

慮
の
事
故
で
障
害
者
や
母
子
世
帯
な
ど

に
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
ず

生
活
の
支
え
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

安
定
し
た
老
後
の
生
活
を
送
る
た
め

に
、
未
加
入
の
人
は
す
ぐ
に
役
場
年
金

係
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
年
金
額
は
、
拠
出
年
金
の
老

齢
年
金
が
年
額
「
一
、
六
八
〇
円
×
納

付
月
数
×
一
・
一
二
二
」
で
算
定
し
た

額
（
2
5
年
で
五
十
六
万
五
千
五
百
円
）

障
害
年
金
は
年
額
、
一
級
七
十
万
三

千
五
百
円
。
二
級
五
十
六
万
二
千
八
百

円
。
母
子
年
金
は
年
額
、
五
十
六
万
二

千
八
百
円
、
二
人
目
の
子
に
は
六
万
円

加
算
、
三
人
目
の
子
か
ら
一
人
に
つ
き

二
万
四
千
円
加
算
。

消化器の押し売りに注意を／

最
近
、
「
消
防
署

か
ら
消
火
器
の
点
検

に
来
た
」
と
為
っ
て

市
価
の
二
～
三
倍
も

す
る
消
火
器
や
五
年

間
の
有
効
期
間
の
過

ぎ
た
古
い
消
火
器
を

売
り
つ
け
る
悪
質
な

訪
問
販
売
が
横
行
し
て
い
ま

す
。

ヽ1°

一
般
の
家
庭
で
も
二
個
は

消
北
器
の
設
置
は
必
要
で
す

が
、
し
か
し
個
人
の
住
宅
で

の
設
置
は
法
に
よ
っ
て
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、

ま
し
て
消
防
署
員
が
消
火
器

を
販
売
す
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
奥
さ
ん
ー
ー
ー

く
‥
入

万
一
、
消
管
の
販
売
に
来
て
次
の

よ
う
な
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
た
ら
買

わ
れ
る
前
に
消
防
署
（
審
2
9
3
・

1
2
3
1
）
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

☆
消
防
職
員
の
服
装
を
し
た
り
、
消

防
署
が
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

☆
会
社
名
を
明
ら
か
に
し
な
い
。

☆
描
線
澤
堅
い
っ

現
況
届
は
誕
生
月

の
末
ま
で
に
返
送

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
の
受
給

者
は
、
毎
年
一
回
受
給
者
の
誕
生
月
に

現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
況
届
は
、
年
金
受
給
者
が
引
き

続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の

確
認
を
受
け
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
年
金
の

支
払
け
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
予
定
し
て
い
た
年
金
が

二
時
ス
ト
ッ
プ
″
と
い
う
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
、
現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、
受

給
者
の
誕
生
月
の
上
旬
に
社
会
保
険
庁

か
ら
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。
受
給
者
の

任
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
印
鑑
を
押
し

て
役
場
の
住
民
課
で
証
明
を
受
け
て
、

誕
生
月
の
末
日
ま
で
届
く
よ
う
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

水巻勢Ａ・Ｂ級とも制す
北九州市少女バレー・オープン戟

Ａ
級
　
伊
左
座

Ｂ
級
　
頃
　
　
末

北
九
州
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ

ー
プ
ン
戦
大
会
が
七
月
二
十
九
日

八
幡
東
区
桃
園
バ
レ
ー
コ
ー
ト
で

開
か
れ
ま
し
た
。

真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
同

コ
ー
ト
で
は
、
北
九
州
地
区
か
ら

集
ま
っ
た
三
十
四
チ
ー
ム
　
（
Ａ
級

十
九
・
Ｂ
級
十
五
）
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

水
巻
町
か
ら
は
Ａ
級
伊
左
座
、

頃
末
バ
レ
ー
少
年
団
Ａ
と
Ｂ
級
頃

末
バ
レ
ー
少
年
団
Ｂ
の
三
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
水
巻
勢
は
噸

調
に
勝
ち
進
み
、
Ａ
級
、
Ｂ
級
と

も
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ト
　
Ａ
級
で
優
勝
の
伊
左
座
チ
ー
ム

▽
Ａ
級
決
勝

伊
左
座
　
2
－
0
　
朽
網

ト
　
Ｂ
級
で
優
勝
の
填
未
チ
ー
ム

鬱
が
牟
㌫
受
計
引
き
ま
ｌ
す
い

▽
Ｂ
級
決
勝

頃
末
　
2
－
0
　
高
槻
Ｂ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
幅
広
い
年
令
層
や

男
女
を
問
わ
ず
人
気
が
あ
り
、
町
内
で

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
試
合
に

欠
か
せ
な
い
の
が
審
判
　
－
　
そ
こ
で
、

高
度
で
的
確
な
審
判
が
行
え
る
審
判
員

育
成
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

審
判
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
方
は
、
ど

▽
日
時
　
9
月
9
日
（
日
）

が
受
付
　
8
時
～
9
時

、
。
講
習
　
9
時
～
1
2
時

。
実
技
　
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
動
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
無
料

▽
講
師
　
辻
　
正
明
氏
、
五
十
嵐
洋
氏

※
当
日
は
、
上
層
を
用
意
し
て
下
さ
い
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ご
協
力

今
年
の
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三

カ
月
間
に
わ
た
り
、
「
全
国
消
費
実
態

調
査
」
が
全
国
的
に
実
施
き
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
ら
し
向
き
を

家
計
の
面
か
ら
総
合
的
に
と
ら
え
、
全

国
及
び
地
域
別
の
世
帯
の
所
得
、
消
費

及
び
資
産
の
水
準
と
構
造
並
び
に
分
布

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
五
年
ご
と
に

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

調
査
で
は
、
全
国
か
ら
抽
出
さ
れ
た

約
五
万
四
千
世
帯
に
九
月
か
ら
十
一
月

ま
で
の
三
カ
月
間
家
計
簿
を
つ
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
巻

町
の
調
査
区
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
区
の
う
ち
か
ら
、

次
の
地
区
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

家屋の

全様調査に

ご協力を

役
場
財
政
課
・
課
税
係
で
は
、

現
在
家
屋
の
全
裸
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

く

だ

さ

い

／

▽
下
二
町
住
　
▽
伊
左
座
　
▽
下
二
の

一
部
　
▽
頃
末
地
区
（
国
華
二
号
線
か

ら
鹿
児
島
本
線
の
間
）

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
へ
う
か
が
い

ま
し
た
ら
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
轍

い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
柄
は
、
統
計

を
つ
く
る
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
調

査
関
係
者
が
他
に
漏
ら
す
こ
と
や
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ

る
よ
う
お
廠
い
し
ま
す
。

貸
金
業
の
み
な

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
が

本
年
十
一
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
施
行

き
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
、
十
一
月
一
日

以
後
に
お
い
て
貸
金
業
を
営
む
に
は
、

新
規
の
万
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
旧
出

資
法
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
万
に
つ

い
て
も
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
登
録
を
受
け
て

お
ら
れ
な
い
方
は
、
早
急
に
登
録
申
請

手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
申
請
手
読
き
の
問
い
合

せ
は
、
福
岡
県
庁
通
商
金
融
課
（
含
0

9

2

・

6

5

1

・

1

1

1

1

）

又

は

、

福
岡
県
貸
金
業
協
会
北
九
州
支
部
（
八

幡
東
区
中
央
2
丁
目
晋
6
6
1
・
6
3

1

3

）

　

へ

。

ｒ

選挙人名簿の縦覧
町選挙管理委員会では、昭和59年9月2日現在で

定時登録される選挙人名簿の縦覧を次のとおり行い

ます。

レ縦覧期間　9月3日～9月7日　8時30分～17時

Ｄ縦覧場所　水巻町選挙管理委員会

（役場住民課住民係）

Ｄ縦覧内容　住所、氏名、生年月日

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
の
説
明
会
を
開
催

▽
日
時
　
9
月
4
日
　
1
3
時
3
0
分
か
ら

▽
場
所
　
福
岡
県
庁
行
政
棟
3
階
講
堂

愛
　
の
　
贈
　
物

☆
香
典
返
し
と
し
て

次
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

〇
二
　
　
　
枚
　
勝
原
キ
ク
エ
殿

勝
原
治
之
殿

○
猪
熊
　
故
　
松
本
津
美
子
殿

松
本
勝
臣
殿

○
猪
熊
　
　
故
　
宮
崎
　
タ
カ
殿

宮
崎
博
至
殿
，
し

☆
金
一
封
あ
り
が
と
う

○
静
岡
県
湖
西
市
　
池
田
睦
子
殿

県
職
員
採
用
試
験

（
中
級
・
初
級
）
試
験

▽
試
験
の
種
類
と
区
分

中
級
…
行
政
事
務
5
0
人
、
警
察
事
務

男
子
1
0
人
、
栄
養
士
（
若
干
人
）

初
級
…
一
般
事
務
Ａ
2
0
人
、
一
般
事

務
Ｂ
2
0
人
、
警
察
事
務
女
子
1
5
人

土
木
、
建
築
、
農
業
土
木
、
林
業

（
い
ず
れ
も
若
干
名
）

▽
受
験
資
格

中
級
…
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

初
級
…
昭
和
訴
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
た
だ
し
、
大
学
に
お
け
る

在
学
期
間
が
2
年
を
超
え
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
1
4
日

▽
試
験
日
　
1
0
月
2
1
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

諜
（
〒
8
1
2
　
福
岡
市
博
多
区
東

公
園
七
番
七
号
県
庁
内
）

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
諜
（
笹
0

9

2

・

6

4

1

・

3

8

8

3

）

　

へ

。

県
警
察
官
採
用
試
験

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）

の
卒
業
者
㍉
又
は
昭
和
6
0
年
3
月
ま

、
・
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

▽
受
付
期
間
　
9
月
6
Ｒ
Ｔ
～
1
0
月
5
日

・
▽
申
込
用
紙
の
請
求
先

ｒ
Ｊ

○
各
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所

▽
申
込
先

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係

（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号

暫

0

9

2

・

6

2

2

・

0

7

0

0

）

郵
便
外
務
員
を
募
集

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内
の
郵

便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
員
　
二
百
名

▽
受
験
資
格
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
1
0
日

※
願
書
請
求
及
び
試
験
に
つ
い
て
の
お

尋
ね
は
、
近
く
の
郵
便
局
へ
。

住
宅
金
融
公
庫
受
付
中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
唯
今
、
個
人
及

び
事
業
所
向
け
融
資
の
受
付
け
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間

。
個
人
向
け

。
事
業
所
向
け

9

月

6

日

ま

で

9

月

1

2

日

ま

で

▽
融
資
額

。
個
人
住
宅
建
設
分
　
　
5
6
0
万
円

。
建
亮
住
宅
購
入
分
　
　
8
4
0
万
円

。
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
分
　
7
8
0
万
円

▽
利
率
住
宅
の
面
積
に
よ
り
異
な
り

当
初
1
0
年
間
は
5
・
5
％
又
は
6
・

5
％
、
1
1
年
目
以
降
は
7
・
2
％
と

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
＼

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
金
融
公
庫

福

岡

支

所

（

晋

0

9

2

・

7

1

2

・

5

5
5
5
）
又
は
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。
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こ
の
調
査
は
、
建
築
確
認
が

提
出
さ
れ
た
新
築
、
増
築
家
屋

は
毎
年
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
に
建
築
確
認

申
請
不
要
の
家
屋
や
申
請
洩
れ

の
家
屋
が
多
数
あ
り
、
税
の
適

正
、
．
公
平
な
課
税
を
図
る
た
め

町
内
の
全
株
（
約
八
千
棟
）
の
調

査
を
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、
町
・
県
の
公
営
住
宅

や
住
宅
都
市
整
備
公
団
の
賃
貸

分
は
除
き
ま
す
。

調
査
は
、
昨
年
十
ｌ
月
か
ら

始
め
て
お
り
、
す
で
に
立
屋
敷
、

伊
左
座
、
二
、
下
二
、
青
田
地
区

を
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、

頃
未
、
柵
、
古
賀
、
梅
ノ
木
団

地
、
猪
熊
と
調
査
に
入
り
ま
す

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6
0
年
歌
会
始
め
詠
進
歌
の
応
募
要
領

▽
お
題
　
「
旅
」

▽
詠
進
歌
の
提
出
要
領

①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
。

⑧
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
害

し
て
く
だ
さ
い
。
（
病
気
又
は
身
体

障
害
の
た
め
毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
人
が
代

筆
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が

そ
の
理
由
を
書
い
た
別
の
紙
を
添
え

て
く
だ
さ
い
）
。
な
お
、
盲
人
の
方

は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

㊥
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日

及
び
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
詠
進
期
間
　
9
月
1
日
～
1
0
月
1
1
日

ま
で
に
、
「
東
京
都
千
代
田
区
千
代

田
一
番
二
号
　
宮
内
庁
」
あ
て
、
お

送
り
く
だ
さ
い
。

▽
疑
問
が
あ
れ
ば
、
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

た
封
筒
を
添
え
て
九
月
末
日
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

ｌ
ｌ

芸　 結

貫 氏三住 旦 、
ｌ

ｉ旅

星名を所 ｉｌ

ｌｌ
（約33センチメートル）

9月の雲芸完相談
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

　

9

月

4

日

、

9

月

1

1

日

9

月

1

8

日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

◎
弁
護
士
相
談
（
無
料
）

▽
日
時
　
9
月
2
5
日
（
火
）

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

☆
財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会
福
岡
県
支

部
か
ら
弁
護
士
四
名
を
招
い
て
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
相
談
を
う
け
ま
す
。

。
交
通
事
故
開
係
。
金
銭
関
係

。
不
動
産
関
係
　
。
家
庭
間
題

。
そ
の
他
法
律
問
題
全
般

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
　
格
　
試
　
験

▽
試
験
日
　
1
0
月
2
1
日
（
日
）

▽
受
験
資
格

次
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
受

験
で
き
ま
す
。

①
高
等
学
校
卒
業
者
　
㊥
宅
地
、
建

物
の
取
引
に
閑
し
二
年
以
上
の
実
務

経
験
者
…
…
…
な
ど
。

▽
受
付
期
間
　
9
月
Ｓ
Ｒ
7
9
月
7
日

▽
受
付
場
所
　
北
九
州
土
木
事
務
所
建

築

課

（

舎

6

9

1

・

2

7

6

1

）

▽
願
書
配
布
　
8
月
1
3
日
か
ら
受
付
場

所
で
配
布
し
ま
す
。

敬老祝金をさしあげます

町では75歳以上のおとしよりに敬老祝金を次のとお

りさしあげます。公民館に受け取りにおいで下さい。

◎もらえるかた

明治42年12月31日以前に生まれた方（75歳以上の人

で昭和59年9月15日現在、水巻町住民基本台帳及び外

国人登録票に登録されている人。なお、9月15日以前

に亡くなられた人は該当しません。）

◎もらえる金額　1人　5千円

◎持ってくるもの　印鑑

◎支給場所　　各地区の公民館（下表のとおり）

各地区の支払　日　時

地　　 区　　 名
支給月日 巨 給 時 間

立　　 屋　　 敷 9 月11 日　 9 時00分～ 9 時 10分

み ず ほ 団 地 （火曜 日）　 9 時20分－ 9 時40分

伊　 こ＿左　　 座 〃 9 時50分～10時00分

二　　 町　　 住 〃 10時10分～10時20分

上 ク 10時30分～10時50分

林　　 住　　 宅 ケ 11時00分～11時10分

下　 二　 町　 住 〃　　 11時20分～11時30分

下 ケ　　 13時30分～13時50分

吉　　 田　　 一 〃 14時00分－14時20分

吉　 田　 団　 地 ク 14時30分～15時00分

吉　　 田　　 二 ク 15時10分～15時40分

吉　　 田　　 三 ク　　 15時50分～16時10分

鯉　 口　 団　 地 〃 16時20分～16時30分

高　 尾　 団　 地 9 月12日　 9 時 10分～ 9 時20分

美 吉 野 団 地 （水曜 日） 9 時30分～ 9 時50分

頃　 末　 ｑ Ｌｔ 〃　　 10時00分～11時00分

頃　　 末　　 南 〃　　　　　　　　 〃　　　　　 〃

机 〃 11時10分～11時30分

古　　　　　 賀 ク　　 13時30分～13時50分

新　　 生　　 街 ケ　　 14時00分～14時15分

古　 賀　 田　 地 〃 14時20分～14時30分

梅 ノ木 団 地東 ク　　 14時40分～14時55分

梅 ノ木 団 地西 〃 15時00分～15時10分

高　 松　 団　 地 小 ク　 15時20分～16時10分

樋　　　　　 口 9 月13日　 9 時00分～ 9 時20分

猪　　　　　 熊 （木曜日）　 9 時30分～10時10分

猪　 熊　 町　 住 ケ 10時20分～10時30分

お　 か　 の　 台 〃 10時40分～10時55分

机　　 社　　 宅 ク　　 11時05分～11時15分

※　大西社宅・鯉口団地分譲は個人に通知
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保
健
　
衛
護
だ
よ
り
　
間
し
㌶
　
衛
生
係

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
朋
1
7
。
盟
午
前
坤
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

母
　
親
　
学
　
級

◇
◇
成
人

病
検
診
◇
◇

冊ⅢⅢＩ

▽
日
時
　
9
月
3
日
　
第
1
課

9
月
1
0
日
　
第
2
課

9
月
1
7
日
　
第
3
課

い
ず
れ
も
、
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
、
第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン
タ

ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の

と
き
に
説
明
し
ま
す
。

▽
日
時
　
9
月
2
2
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
猪
熊
公
民
館

▽
内
容
　
〇
一
般
検
診
＝
検
尿
、
血
圧

測
定
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師

地
区
別
健
康
相
談

▽
日
時
と
場
所

叔
9
月
4
日
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
猪
熊
公
民
館
」

☆
9
月
2
0
日
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
古
賀
公
民
館
」

☆
9
月
2
7
日
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

．
「
樋
口
公
民
館
」

▽
健
康
相
談
の
内
容

検
尿
、
血
圧
測
定
、
塩
分
テ
ス
ト

（
朝
作
っ
た
ヶ
み
そ
汁
″
を
少
々
持

参
く
だ
さ
い
）
、
検
査
結
果
の
説
明

※
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

－
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
9
月
7
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

※
4
カ
月
児
（
5
9
年
4
月
6
日
か
ら

5
9
年
5
月
1
0
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て

ハ
ガ
キ
で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入

の
う
え
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
本

人
の
気
に
入
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を
一
つ
持

参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転

入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、

衛
生
係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い

（

の
診
察
　
　
○
精
密
検
査
＝
血
液

検
査
、
心
電
図
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
検
査
、
血
糖
検
査

▽
料
金
一
般
検
診
　
無
料

精
密
検
査
　
5
百
円

▽
申
込
み
方
法

昨
年
受
診
さ
れ
た
方
は
、
電
話
で

の
予
約
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
初
め
て

受
診
さ
れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
係
で

問
診
を
取
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

9 月 の 呆　 ご よ み

‖

2

曜

日

事　　 業　　 名 時　　　 間 場　　 所 保　 健　 所　 業　 務

空カン・空ビン回収運動 全　　　　 町

3 月
母 子 手 帳 交 付

母　 親　 学　 級

10

13

00

00～15 ：00
役場 西 別館

4 火 健　 康　 相　 談 10 ：00～11 ：00 猪 熊 公民 館 乳児相談 13 ：00－14 ：00

5 水

金

目

三　 種　 混　 合 13 ：30～14 ：30 町　民　会 館 妊婦検診 13 ：00～14 ：00

7 4　 ヵ　月　児 健 診 13 ：00～13 ：30 役場 西別 館

10 母　 親　 学　 級 13 ：00～15 ：00 役場 西別 館

11 火 乳児相談 13 ：00～14 ：00

12 水 妊婦検診 13 ：00～14 ：00

17 月
母　子 手 帳 交 付

母　 親　 学　 級
10

13

00

00～15 ：00
役 場 西 別館

18 火 乳児相談 13 ：00～14 ：00

19 水

木

金

土

妊娠検診 13 ：00－14 ：00

20 健　 康　 相　 談

乳　 幼　 児　 訓　 練

10 ：00～11 ：00 古 賀 公民 館

21 13 ：00～15 ：00 遠 賀保 健 所

22 成　 人　 病　 検　 診 8 ：30－11 ：00 猪 熊 公 民館

25 火 乳児相談 13 ：00～14 ：00

26 水 三　 種　 混　 合 13 ：30－14 ：30 町　 民　会 館 妊婦検診 13 ：00～14 ：00

27 木 健　 康　 相　 談 10 ：00～11 ：00 樋 口公 民館

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
愛
知
県
準
戸
市
寺
本
町
五

〇
番
地
「
宝
泉
寺
基
地
」

○
届
出
先
　
宝
泉
専
任
職
江
川
辰
三
（

密

0

5

6

1

・

8

2

・

2

3

1

鳩

）

又
は
、
愛
知
県
名
古
屋
土
木
事
務
所

（

含

0

5

2

・

9

3

5

・

8

5

1

1

）

0
届
出
期
限
　
5
9
年
9
月
4
日
ま
で

▽
所
在
地
　
茨
城
県
新
治
郡
八
郷
町
大

字
下
林
字
粟
ノ
須
二
七
三
八
の
二

〇
届
出
先
　
八
郷
町
役
場
環
境
衛
生
課

（

魯

0

2

9

9

4

・

3

・

1

1

1

1

）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
9
月
2
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
北
海
道
白
老
郡
白
老
甘
字

森
野
十
五
番
地
「
森
野
墓
地
」

〇
庵
出
先
　
白
老
町
役
場
総
務
民
生
部

（．1

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
（
魯
0
1

4
4
・
8
2
・
2
1
2
1
）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
1
0
月
3
1
日
ま
で

▽
所
在
地
　
石
川
県
金
沢
市
寺
町
五
丁

目
三
〇
三
番
地
「
伏
見
寺
墓
地
」

○
届
出
先
　
伏
見
寺
代
表
役
員
荒
俣
光

修

（

審

0

7

6

2

・

4

2

・

2

8

2

5
）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
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9月のし尿汲取予定日
1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

3日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田
三（垣添町住）、猪熊2区

4日　頃宋（22、23区）、吉田二6区、吉田三5

区、猪熊10区
5日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5区）、猪熊3区、月2回ま

わり（環境整備）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、月
2回まわり（太洋社）、猪熊（2、4、5区）

7日．吉田三（緑風圃）、新生街（山ノロ団地）、

頃末（15、25区）、猪熊（2、3、10区）

8日　頃末（5、15、17、18、19、20、21、松栄

荘）

10日　頃末（9、10、12、18、20、21区、松栄荘）

美吉野、下二、伊左座、立屋敷

11日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、下二、二、吉田二（1、8区、
川端通り、本村）、頃末6区、美吉野

12日　吉田二（3、4、5、6、ｕ、14、15、16
区）、二、頃末（11、14区）、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、7、8、9区、

イワゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、机

社宅、立屋敷、古賀、新生衝

14日　下二町住、二町住、苫田－（商店街）、吉
田三（車返し）

17個　吉田団地（37～43、46～52棟）、二町住、

古賀、机

18日　吉田団地（19～22、27～36、44、45、53－
訂、86、94－101棟）、古賀、机

19日　旨田団地（1～6、8～10、12、16～18、
23－26、60－65、83－85、102～104、109～

113棟）、樋口（中井樋口、卯月）

20日　細感地（7、11～15、66－73、75－82、

87～93、105、108棟）猪熊町住、月2回ま

わり（環境整備）
21日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、月

2回まわり（太洋社）、古賀県住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）

樋口

25日　二、伊左座、猪熊（4、8、9区）
26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10・区－、双葉荘）、猪熊、樋口

27日　下二（5、、6、7区）、樋口（赤水、川端

通り）

28日　みずほ団地
29日　みずほ団地、猪熊（4区一部）、樋口（7、

、8区）
－

－お　願　い一

汲取口の近くには、犬をつながないで下さいｅ
犬が噛みつく事故がおこっています0

かわの　まみ

川野　真美ちゃん
昭和58年9月26日生

（蛋矢享）さんの二女

：　最近、お兄ちゃんと、お姉ち
！やんの仲にまじって遊ぶのが

ｉ楽しそうな、おませな末っ子
；姫。ただ今わが家のアイドルで

！～す．′

言　　　　（猪熊1030の2）
ｔｒヽ．1．－ｔ′．ｒｔ′ｔ．ｅｔＰｔ′1．－ｔＦｔＦｔ．ｔ．．1．1′1－Ｐｔ°ｔ′ｔ．ｌｌ

空
き
缶
・
空
き
ビ
ン

回

　

収

　

運

　

動

9
月
2
日
各
地
区
で

実

施

し

ま

す

。

おおがい　かおり

大貝　香織ちゃん
昭和58年8月30日生

（要撃）さんの長女

只今あんよの練習中。まだ、
ちょっとこわいな－。よく動く

ので暑くて暑くて、でも大好き
なパパとお風呂に入るのが楽し
みです。

（猪熊993の1）

粗
大
ご
み
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
必
ず
収
集
日

の
2
日
前
ま
で
に
役
場
衛
生
係
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類
　
家
庭
電
気
製
品

家
具
、
建
具
、
布
団
、
ベ
ッ
ド
、
畳
、

ト
タ
ン
、
一
斗
缶
、
自
転
車
な
ど
。

引
越
し
ご
み
や
事
業
ご
み
な
ど
は
粗

大
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
ご
み
は
町
が
指
定
し
た
収

集
業
者
に
た
の
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
衛
生
係
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

粗大ゴミ収集日 収　　　 集　　　 地　　　 域

第　 1

吉田一、吉田二、吉田三、吉田団地、頃

末 （18区 ・松栄荘）、美吉野 ・鯉口団地 ・

土 曜　 日 鯉口分譲、下二 5 区 ・6 区で可燃 ごみ月

・木曜日の収集区域

第　　 2 猪熊 （猪熊 1 区 ・2 区 を除 く）

水 曜　 日 猪能町住

第　　 3

土 曜　 日
第 1土曜 日、第 2 水曜 日以外の地域

粗
大
ゴ
ミ
は
前
も
っ
て
連
絡
を
／

燃えないゴミの

臨時収集のお知らせ
8月15日（水）が盆休みのため燃えないゴミの収集ができない地区が

ありました。その地区は、8月29日（水）に臨時収集を行いますので、

29日の朝に燃えないゴミを出してください。

〔臨時収集する地区〕

吉田一、吉田二、吉田三、吉田団地、頃末（18区、松栄荘）、美吉野

団地、鯉口団地、鯉口分譲団地、机、机社宅、古賀、新生街、古賀団地

梅ノ木団地東・酉

9月9日は救急の日「救急車を正しく使いましょう．／」



水
巻
丑

石
　
炭
　
物
　
清
　
閑

掘

　

子

　

哀

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
庄
屋
の
家
ま
た
は
街
道
筋
の

指
定
さ
れ
た
店
以
外
で
は
日
常
品
の
販
売
は
禁
止
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
拍
子
の
日
常
品
は
、
半
六
爺
さ
ん
の
よ

う
に
焚
石
丁
場
の
棟
領
が
芦
屋
へ
買
出
し
に
行
っ
て
、
こ

れ
を
自
分
の
家
で
掘
子
に
売
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

う
ｈ
ソ
か
ん
ｌ
ま

当
時
、
こ
れ
を
売
勘
場
と
い
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
明
治

時
代
に
な
る
と
、
そ
の
ヤ
マ
だ
け
し
か
通
用
し
な
い
金
券

を
発
行
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ヤ
マ
元
は
大
き
な
利
益
を

得
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
唐
十
は
、
お
り
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち

に
話
す
ま
い
と
心
に
誓
っ
た
自
分
の
過
去
を
、
お
り
ん
だ

け
に
は
話
を
し
な
け
れ
ば
す
ま
な
い
と
思
っ
た
。
つ
づ
い

て
唐
十
が
話
を
出
し
た
。

「
お
れ
は
伊
予
国
松
山
藩
の
土
佐
国
に
近
い
大
川
嶺
の

ふ
も
と
の
山
奥
で
育
っ
た
。
家
は
代
々
百
姓
で
背
は
不
自

由
の
な
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
黒
船
の
き
た
こ
ろ
か

ら
年
貢
の
取
り
立
て
が
き
び
し
く
な
っ
て
、
谷
間
の
少
し

ば
か
り
の
田
畠
か
ら
と
れ
る
米
と
麦
は
す
べ
て
上
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
家
で
は
ア
ワ
、
ソ
バ

な
ど
を
食
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
数
年
前
か
ら
の
不
作

つ
づ
き
で
年
貢
の
滞
納
が
重
な
り
、
月
末
に
な
る
と
庄
屋

は
必
ず
年
貢
の
催
促
に
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
庄
屋
か
ら
滞
納
し
た
年
貢
の
か
た
か

わ
り
を
す
る
か
ら
田
島
を
よ
こ
せ
と
い
っ
て
き
た
。
や
む

な
く
親
爺
は
証
文
に
拇
印
を
お
し
て
庄
屋
の
小
作
人
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
あ
と
の
お
れ
た
ち
の
暮
ら
し
は
ま
す

ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
両
親
と
祖
母
、

話
　
㈹

そ
れ
に
姉
と
お
れ
の
五
人
は
力
を
合
せ
て
、
野
良
仕
事
の

あ
と
も
夜
お
そ
く
ま
で
ワ
ラ
仕
事
に
精
を
出
し
て
働
い
た

か
さ

が
、
借
金
は
へ
る
ど
こ
ろ
か
嵩
む
一
方
で
、
つ
い
に
祖
母

く
ら
へ
ら

は
口
減
し
の
た
め
村
祭
り
の
晩
に
谷
へ
身
を
投
げ
て
死
ん

で
い
っ
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
く
る
日
が
き
た
。
庄
屋
は
十
八
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
姉
を
奉
公
に
出
せ
ば
、
今
ま
で
の
借

金
を
棒
引
き
に
す
る
と
い
っ
て
き
た
。
生
き
る
た
め
に
は

こ
れ
よ
り
方
法
が
な
い
と
思
っ
た
姉
は
、
両
親
の
合
せ
る

手
を
ほ
ど
い
て
泣
く
泣
く
う
し
ろ
を
ふ
り
向
き
な
が
ら
、

夕
映
え
で
真
赤
に
な
っ
た
峠
を
庄
屋
と
共
に
下
っ
て
い
っ

た
。ま

も
な
く
風
の
便
り
に
姉
は
、
松
山
で
茶
屋
女
（
女
郎
）

に
な
っ
て
働
い
て
い
る
と
聞
い
た
。
お
れ
は
姉
を
た
す
け

た
い
ぽ
っ
か
り
に
前
後
の
見
境
も
な
く
家
を
と
び
出
し
た
。

二
日
が
か
り
で
松
山
に
つ
い
た
が
、
広
い
松
山
の
こ
と
田

舎
者
の
お
れ
に
姉
の
消
息
が
わ
か
る
は
ず
は
な
く
、
や
む

な
く
港
の
周
り
場
で
物
乞
い
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち
、
そ

れ
が
縁
で
船
荷
の
積
み
お
ろ
し
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
姉
の
居
所
が
わ
か
っ
た
。
尋
ね
て
み
る
と

姉
は
、
狭
い
路
地
の
何
軒
も
つ
づ
い
た
格
子
戸
の
家
の
一

軒
に
い
た
の
で
、
格
子
戸
越
し
に
姉
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
前

借
金
は
一
〇
両
で
あ
る
と
い
う
。

お
れ
は
そ
の
と
き
か
ら
一
〇
両
の
金
を
貯
め
る
決
心
を

し
た
。
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
金
儲
け
の
話
は
な
い
か
と
尋
ね

て
い
る
う
ち
に
、
船
頚
か
ら
筑
前
周
苫
松
港
に
行
け
ば
不

景
気
知
ら
ず
で
あ
る
と
の
話
を
聞
い
た
。
な
ん
で
も
焚
石

を
掘
り
出
し
て
、
そ
れ
を
瀬
戸
内
の
塩
浜
へ
売
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
港
に
何
百
隻
と
い
う
船
が
ひ
し
め
い
て
い

る
と
い
う
。
早
速
、
お
れ
は
近
く
の
塩
浜
へ
い
っ
て
み
た
。

な
る
ほ
ど
黒
ひ
か
り
す
る
石
が
浜
辺
に
う
ず
高
く
積
ま
れ

て
、
そ
れ
を
薪
か
わ
り
に
塩
釜
へ
く
べ
て
塩
を
つ
く
っ
て

い
た
。
聞
け
ば
毎
月
一
回
焚
石
船
が
こ
こ
へ
く
る
と
い
う
。

お
れ
は
若
松
へ
い
く
た
め
に
塩
釜
の
親
方
に
頼
ん
で
、
こ

こ
で
働
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
焚
石
船
の
船
頭
衆
と
も
親
し
く
な
っ

た
の
で
、
そ
の
ひ
と
り
に
若
松
行
き
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、

船
は
明
朝
出
帆
す
る
と
い
う
。
そ
の
晩
、
お
れ
は
姉
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
例
の
格
子
戸
か
ら
姉
に
別
れ
を
告
げ
た
。

『
明
日
、
お
れ
は
筑
前
へ
働
き
に
行
く
。
一
〇
両
の
金

を
必
ず
持
っ
て
帰
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て
い
て
く
れ
』

松
山
か
ら
若
松
ま
で
は
七
日
か
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
若

松
に
き
て
み
る
と
大
き
な
港
で
活
気
に
満
ち
て
い
た
。
こ

こ
で
船
頭
は
、
ヤ
マ
元
か
ら
若
松
へ
焚
石
を
運
ぶ
川
船
船

頭
に
、
お
れ
を
頼
ん
で
く
れ
た
が
、
そ
の
船
が
半
六
爺
さ

ん
の
雇
船
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の
丁
場
で
働
く
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
れ
は
一
〇
両
の
金
を
貯
め
て

帰
ら
な
け
れ
ば
、
松
山
で
姉
が
待
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
早

く
。
」当

時
、
零
細
な
百
姓
を
相
手
に
金
貸
し
を
し
て
い
た
の

は
、
ほ
と
ん
ど
が
庄
屋
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
悪
質
な
庄

屋
が
い
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
高
持
百
姓
は
さ
ら
に
太
り
、

貧
困
な
百
姓
は
さ
ら
に
細
く
な
っ
て
い
っ
た
㍗
　
こ
の
こ
と

は
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
村
長
が
村
民
を
救
済
す
る
意
味

で
金
貸
し
を
兼
業
に
し
て
ト
た
の
で
、
当
時
の
村
長
は
財

を
な
し
た
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
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Ｐ
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